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We are researching on new methods for improving the quality of urban parks. In FY2014-2015, the 

division collected and studied a variety of cases from the view point of high-level use of park space, 

using lease contract and private qualifications system. 

 

［研究の目的及び背景］ 

 近年、急速な少子高齢化や財政悪化等の社会経済情

勢の変化に伴い、都市公園ストックの適切な管理と更

新が課題となっており、多様な主体の参画による効率

的な再整備や管理運営の促進が必要とされている。 

 本研究は、公園空間の利用の高度化、官民の柔軟な

権利契約関係の設定等により、老朽化が進む都市公園

の再整備や管理運営への多様な主体の参画を促進し、

都市公園の質的向上を実現することを目的に、新たな

手法の可能性と課題を検討した。 

［研究内容］ 

 公園空間の高度利用、リース契約の導入、民間資格・

表彰制度の活用の観点から、先進的な取り組みや関連

分野の動向を踏まえて、新たな都市公園整備・管理手

法と実現する上での課題を検討した。 

 (1)公園空間の高度利用事例に関する整理 

 都市公園法は、都市公園の本質である、一般公衆が

自由に利用できる公共オープンスペースという性格を

担保するため、公園に設置することのできる施設を限

定的に定めるなど、様々な規制を設けてきた。一方で、

主に災害対策応急施設などをはじめとして占用許可物

件が随時拡充されるとともに、第３者に公園施設の設

置又は管理を許可できる要件として、公園管理者が自

ら設け又は管理することが不適当な場合に加え、地域

住民や民間事業者等が設置又は管理した方が公園の機

能の増進に資する場合も認められるようになるなど、

多様な主体の参画による効率的な公園管理が求められ

てきた。本研究では、これらの各種取り組みについて、

制度概要の見込まれる効果、活用事例を文献調査によ

り整理した。（表-1、表-2及び図-1） 

(2)リース契約の導入に関する検討 

 都市公園では、老朽化等により安全性に支障が生じ

た施設の早急な更新、少子高齢化等による地域ニーズ

の変化への柔軟な対応などが求められており、民間の

所有する施設をリース取引により一定期間に限って公

園利用者に提供することには、様々なメリットが期待

できる（図-1）。一方、都市公園におけるリース契約は、

管理事務所内のＯＡ機器、管理用車両の調達等、一部

で活用されているものの、遊具、植栽などの公園施設

そのものを対象とした事例はほとんどない。本研究で

は公共施設等のリース契約の事例を収集整理するとと

もに、都市公園の整備・管理におけるリース契約の活

用により想定される効果や課題、契約等必要な手続き

の方法等について検討した。 

(3)資格・表彰実績による能力評価に関する検討 

 今後、小規模な地方公共団体ほど専門的な知見・技

術を有する職員の不足・不在や、投資余力の低下など

の事情が深刻化することが想定されるため、公園管理

運営等に関する民間資格を発注要件や評価項目として

採用するなどにより、民間の専門的知識・技能を効果

的に活用することが求められる。本研究では、都市公

園の整備・管理に係る民間資格等について、各制度に

関する情報（求める技術の内容や水準、入札参加資格

等としての活用実績等）を整理した。また、都市公園

の整備・管理における表-3に掲げられた資格の活用状

況やその効果等について、地方公共団体を対象とした

アンケート調査（表-4）を実施し、図-2のような結果

を確認した。 

［成果の活用］ 

 上記で実施した調査結果をもとに、地方公共団体が

都市公園の整備・管理においてリース契約や民間資格

等を活用する際に参考となる技術資料として、「新たな

公園マネジメント手法に関する解説資料（仮称）」を今

後とりまとめる。
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75.1％（243/322）

322の地方公共団体（都道府県47、人口10万人以上の都市
268、人口50万人以上の特別区7）の公園担当職員

調査対象

質問内容

回答数

資格活用の有無、活用した資格名と活用方法、活用のメリット、
活用しなかった理由　など

ある, 57%(139) ない, 36%(88)

わからない, 

5%(12)

無回答, 2%(4)

民間資格（国家資格等を含む）を活用の有無（選択）N=243

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 都市公園におけるリース契約の導入と想定される効果のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-2 公園空間の高度利用に係る調査事例 

表-1 公園空間の高度利用に係る各種制度の概要 表-2 公園空間の高度利用に係る調査事例 

③維持管理契約
（単年度）

②材料購入契約

①工事契約
（単年度）

①施設選定

④設置

公園管理者

販売会社 リース会社

⑤保守契約

②売買契約

③賃貸借契約
（複数年度）

公園管理者

造園会社 等造園会社 等

販売会社

⑤保守契約
•財政負担を平準化
ex.大規模施設の整備

老朽化施設の一斉更新

•民間活用手続きを簡素化
ex.ＯＡ機器等の手続きの準用

設計・積算事務の効率化

•リース会社や販売会社とメンテ
ナンス等を役割分担

•一定期間経過後の更新を当初
から計画し、確実に実施

リ
ー
ス
契
約
に
期
待
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト

表-4 アンケート調査の概要 
 

図-2 アンケート調査の結果概要 
 

NO 資格名称 NO 資格名称
1 技術士 26 庭園デザイナー
2 シビルコンサルティングマネージャ（ＲＣＣＭ） 27 ガーデンコーディネーター
3 登録ランドスケープアーキテクト (ＲＬＡ) 28 グリーンアドバイザー
4 屋上緑化コーディネ－ター 29 園芸福祉士
5 インテリアプランナー 30 公園施設製品安全管理士
6 福祉住環境コーディネーター 31 公園施設製品整備技士
7 林業技士 32 公園管理運営士
8 造園施工管理技士 33 ＣＰＰ・ＣＩＰＰ
9 造園技能士 34 レクリエーション・コーディネーター

10 登録造園基幹技能者 35 イベント業務管理士
11 庭園管理士 36 サービス接遇検定
12 園芸装飾技能士 37 サービス介助士
13 のり面施工管理技術者 38 生物分類技能検定
14 運動施設施工技士 39 植生管理士
15 登録運動施設基幹技能者 40 ビオトープ管理士
16 樹木医 41 ビオトープアドバイザー
17 松保護士 42 環境再生医
18 街路樹剪定士 43 自然再生士
19 街路樹診断士 44 環境技術指導者
20 芝草管理技術者 45 グリーンセイバー資格検定
21 植栽基盤診断士 46 森林インストラクター
22 農薬管理指導士 47 プロジェクト・ワイルド
23 優秀技能者・卓越技能者(名人) 48 自然観察指導員
24 環境緑化樹木識別検定 49 里山自然環境整備士
25 エクステリアプランナー 50 バイオマス活用アドバイザー

活用のメリット（自由記述）

公園施設の安全性や品質の確保、公共サービスの質の向上、地域住民への
理解醸成　　など

表-3 調査対象とした資格一覧 
 

83

69

34

34

29

25

12

9

7

6

公園施設製品安全管理士

公園施設製品整備技士

樹木医

ｼﾋﾞﾙｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾏﾈｰｼﾞｬｰ（RCCM）

造園施工管理技士

技術士

公園管理運営士

登録ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟｱｰｷﾃｸﾄ（RLA）

造園技能士

街路樹剪定士

活用した資格※ （表-3について選択）
 

※ 多い順に主要なものを掲載 
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